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１． 研究開発成果 

研究総括報告書（下URL）参照 
https://www.amed.go.jp/content/files/jp/houkoku_h27/0101004/15ak0101003h0005.pdf 
 
 

２． 総合評価 
・優れている 
 
【評価コメント】 
・医薬品合成に係る研究として成果を示している。様々な作用を持つ物質が作られたが、今

後の in vivo研究を待つ必要がある。 
 
 
 

以上 


